
令和２年度 セミナー 教科リフレクションシート 

 

実施日 教科 名前 単元・題材名 

７月 3日（金） 社会科  
未来を支える食料生産 

～米づくりのさかんな地域～ 

目指す子供の姿 

単元を通して学習した稲作に携わる人々の工夫や努力（水の管理や品種改良，農業機械の導入など）を根拠に交流し

ながら，生産者や消費者の多角的な立場から自分の考えを深めたり広げたりしていき，これからも北海道の米づくり

が発展していくことについて，口述したり記述したりする姿。 
手立て 
子供の立場や思考、根拠を可視化することで子供同士の対話を促す～Ⅱ 

・本時では，事前に座席型シート（前時に考えた各児童の意見（根拠）を記入したもの）を配付し，それぞれの意見

や根拠をお互いに把握することで，相手が何を重視して考えているのかに気付き，自分の考えを深めたり広げたり

していくことができるようにする。 

・発表した意見を生産者と消費者の立場に分けて板書していくことで，これからの北海道の米づくりの発展で大切な

ことについて生産者や消費者など様々な立場や根拠から多角的に捉えることができるようにする。 

１．研究協議を経た成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童は，座席型シートをもとにお互いの考えを交流しながらパフォーマンス課題の解決策を関連付けた
り，総合したりして構想しようとしていたが，児童の発言に対して教師の投げかけている言葉の意図が不
明確で，子供同士のコミュニケーションが生まれにくくなっていた。授業者は，子供同士の発言をつなぎ
ながら考えを深められるよう必要に応じて関わるべきだった。 

○開始１５分頃に授業者は H さんが新たな視点をもっている児童であることを把握していたため指名し
た。その発言に対して反応している M さんを指名することで多角的な視点につながる考えを生み出すこ
とができていた。 

●一方で，H さんが「地産地消することで，北海道のお米を作る人にお金が行き渡る（儲かる）。そうする
と，在庫も減って余計な倉庫もいらない。」と発言したことは，授業者は想定できておらず，「納得した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



人？」と全体に投げかけてしまった。発言内容の意味について全体に投げかけることで，生産者・消費
者・地産地消を関連付ける方向にするべきだった。 

●M さんが上記 H さんの発言を受けて「地産地消と PR が大切。理由は，生産者が少なくなっているから，
お米を食べると生産者が嬉しくなる。だから，（米づくりに）参加してくれる（人も増える。）」と発言
した。消費者と生産者をつなぐ「地産地消を PR する」という児童の構想が表出した場面だったが，授業
者は当該児童の「自分たちが残さず食べる」という発言を想定していたため，「誰が（何を）やるって言
ったの？」と揺さぶってしまった。「地産地消」に対する授業者の位置付けが弱かった。 

○開始２４分頃，N さんの家庭環境にある背景まで意識した上で，想定通り「安心・安全」のフレーズを引
き出すことができた。その発言によって，「生産者と消費者のつながり」という視点が増えてきた。 

○この発言が，K さんの「これって，全部つながっていると思う」という発言につながった。K さんが 

Lｓの発揮となるよう，「つながりが見えた人？」と全体へ問い返すことで，多くの児童が生産者と消費
者のつながりを意識することができた。座席型シートをもとに児童の思考を把握していることや掲示物に
よる学びの蓄積・見える化（学習環境の整備）が有効的に働いていた。 

●全体的に，授業者は児童の追究の流れを想定できていなかった。児童の思考の筋道を予想し，生産者と消
費者，地産地消と PR がどのように構想されて総合化されるか見守りながら，自分たちはどの立場から何
ができるのか問うなど，授業者が適切に関わることができるよう構想しておく必要があった。 

 

２．授業者および教科担当者からの本時の考察と評価改善の見通し 

●今後の教科提案改善と授業改善の見通し（次頁に授業改善の具体案を提示） 
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３．運営面で気付いたことなど 

・zoom の使用した研修にはまだまだ手探りの部分もたくさんあると思いますが，現在，附属小中で実施
している研修やセミナー在り方が今後のスタンダードになっていく部分もあると思います。（※例え
ば，コロナ禍ではなくても管内ごとの単位が多い教科研究会ごとの研修などは，長い時間かけて移動し
なくても研修が行えるなどのメリットがあります。）このスタイルを継続していくことにも価値がある
と思います。 

 

４．自由記述欄（参観者の感想インタビューや情報収集等） 

・座席型シートの在り方と効果について，今後，考えていく必要がある。 
⇒ロイロノートの有効的な活用方法について模索していく。（ICT 機器の小と中の配分バランス） 
・パフォーマンス課題を常に意識できるような単元構成と展開の在り方。 
・児童が考え続けられるような教師の問い返しの質を向上させていくこと。 

 


